
本広報紙が汚損・破損など、配布に関するお問い合わせは
メディア・ソリューション・センター・ポスティングコールセンターまでご連絡ください。
（電話：0120-221-523、  FAX：042-595-9225、  月～土曜日 9時～18時）

　洪水、内水氾濫、土砂災害、津波などの危険区域を地図に示したハザード
マップや、発令中の避難情報、避難所開設情報を地図で確認できます。

　川崎市に関する緊急情報、地震、天
気・気象情報、排水ポンプ車活動情
報、防災無線の放送内容等を配信す
る登録制メール配信サービスです。

　避難情報、公共情報、防災マップ・
ハザードマップ、気象情報等を確認
できます。災害時には避難所の混雑
状況も確認できます。

　災害が起きた場合は、川崎市役所
と連携して身近な市内の災害情報、
安否情報、ライフライン情報等を提
供します。

　ぜひ、皆さんの防災に関する備えなどを教えてください。
アンケートの回答は今後の防災対策の参考とさせていただきます。
※アンケート用紙は各区役所危機管理担当でも配布しています。

ＳＤＧｓの基本理念である、誰一人取り残さないまちを
目指すために地域のつながりが重要となります。
平時からの良好なコミュニティはまちづくりや福祉に活かされ、
災害時には共助につながります。
この１００年で川崎市は大きく発展を遂げました。
次の１００年も持続可能な、魅力あふれるまちとするため、
改めて地域のつながりを考えてみませんか。

メールニュースかわさき
「防災気象情報」かわさき防災アプリ

　震災100年事業及び市制100周年記念プレ事業として、市長
特別対談等の情報を掲載しています。本タブロイド紙の電子版も
こちらのページから確認できます。

川崎市防災ポータルサイト かわさきFM

備える。かわさき08 号外！

2024年 川崎市は
市制100周年をむかえます。
次の100年も
持続可能なまちであるために。

未来の防災リーダーたちへ

市民防災意識
アンケート

WEBでの回答は
こちらから

区の防災訓練に
親子で参加

防災マップづくりに
チャレンジ

防災キャンプで炊き出し訓練

初期消火訓練に参加

　災害用伝言ダイヤル『171』や災害用伝言板『web171』は、災害時の安否確認に有効な
方法です。いざという時にスムーズに使えるよう、無料体験期間※に練習しておきましょう。
※毎月1日・15日・三が日、防災週間（8/30～9/５）、防災とボランティア週間（1/15～1/21）

災害用伝言ダイヤル・災害用伝言板川崎ぼうさい100 特設ページ

　今子どもの皆さんが大人になるまでの間に大地震が起
こる確率が非常に高くなっています。その時に、自分の命、
大切な家族や友達を守るためには、どのように行動したら
よいかを考えていただきたいと思います。安心して暮らせ
るまちを目指して一緒に考えましょう。

　これから30年とか50年ぐらいの間に、大地震は高い
確率で起こると考えられています。そのとき、自分の命や
大切な人を守れるのはあなたたちです。
　あなたたち一人ひとりが、今から防災力を高めていくこ
とで、災害に強い日本や川崎市を作っていくのです。若い
皆さんに大いに期待しています。
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171


